
2) BNCT (Boron Neutron Capture Therapy) 
ホウ素中性子捕捉療法

テキスト p.191
7.5.2 ボロノフェニルアラニンおよび

カルボラン（ホウ素中性子捕捉
療法BNCT)

ホウ素は，他の元素に比べて中性子
をより広い面積で捕捉しやすい

中性子反応断面積が大きい

原子核と反応を起こす確率



ホウ素の中性子捕獲 がん細胞へのホウ素の集積

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/28090/00218268/bnct_16p_j.pdf より引用

2) BNCT (Boron Neutron Capture Therapy) 
ホウ素中性子捕捉療法
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BNCTにおけるホウ素薬剤



3) クロスカップリング
反応

テキスト p.114

COLUMN
有機合成を飛躍的に発展させた
クロスカップリング反応

産経新聞 H22.10.06 号外 より



ベンゼン環同士をつなげると

様々な有用化合物ができる

鈴木
カップリング

カップリング

ホウ素の性質
を利用



鈴木カップリングによるビアリール合成

酸



鈴木カップリングの触媒サイクル
（参考）



ボロン酸とボレートの平衡

アート錯体*)を形成し，分子全体が
負電荷をもつことにより，ホウ素に
結合している炭素がボロン酸の状態
に比べてより負電荷を帯びる

*)アート錯体：Lewis酸性の金属中心にLewis塩基
が配位したアニオン性の金属錯体の総称

・安価
・（比較的）毒性低い
・水中でも反応が進行



鈴木カップリングによるビアリール合成

ロサルタン
（血圧降下薬）

ボスカリド
（野菜の殺菌剤）

液晶性化合物 有機EL材料

薬価：13円 - 53.9円
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1) H3BO3

ホウ酸

→一塩基酸

2) がん治療への応用

3) クロスカップリング反応
鈴木カップリング反応

第6回（1）第13族ホウ素
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